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は
じ
め
に

「
通
航
一
覧
」
巻
二
百
応
永
十
八
年
八
月
三
日
の
条
に
、
相
模
国
三
崎
浦
に

唐
船
が
漂
着
し
た
例
を
あ
げ
て
、

船
中
財
宝
若
干
を
積
載
せ
た
り
、
よ
て
鹿
苑
院
義
満
に
訴
へ
し
か
ぱ
、

関
東
漂
着
の
う
へ
は
、
満
兼
得
分
た
る
へ
し
と
の
事
に
て
、
積
来
る
と
こ

ろ
の
財
宝
残
ら
す
押
と
め
、
物
を
あ
た
へ
て
帰
国
せ
し
め
し
と
載
す
。

と
あ
り
、
寄
物
は
漂
着
海
岸
の
領
有
者
の
得
分
に
な
る
と
の
慣
習
に
基
づ
い

て
、
こ
の
場
合
も
関
東
管
領
が
小
額
で
は
あ
っ
て
も
代
償
を
与
え
て
お
り
、

独
占
買
上
と
も
言
う
べ
き
形
で
あ
っ
た
。
古
く
は
宗
像
神
社
が
筑
前
の
海
岸

へ
の
漂
着
物
を
「
漂
到
の
寄
物
」
と
称
し
て
取
得
権
を
有
し
、
そ
の
修
理
費

用
に
宛
て
る
こ
と
を
慣
行
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
古
来
難
船
・
漂
流
船
が
あ

る
時
、
援
助
し
救
助
す
る
と
い
う
点
よ
り
、
積
載
物
を
「
寄
物
」
と
し
て
我

が
物
と
す
る
事
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

天
正
十
五
年
六
月
、
豊
臣
秀
吉
が
博
多
に
お
い
て
発
し
た
条
文
の
内
に
、

日
本
国
津
戈
浦
々
に
を
ゐ
て
当
津
廻
船
、
自
然
損
儀
雌
有
之
、
運
乱
妨

不
可
有
之
事

と
の
文
言
が
見
え
、
博
多
廻
船
の
保
護
を
全
国
的
な
し
の
と
し
、
又
「
寄
物
」

近
世
異
国
漂
着
船
に
つ
い
て
（
岡
田
）

近
世
異
国
漂
着
船
に
つ

ｌ
特
に
唐
・
朝
鮮
船
の
処
遇
Ｉ

い

て江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
海
難
救
助
に
関
す
る
法
令
と
し
て
は
、

元
和
七
年
八
月
西
国
大
名
筋
の
船
、
又
廻
船
の
事
故
の
際
の
取
扱
い
を
定
め

た
三
ケ
条
か
ら
成
る
条
文
が
初
め
で
あ
る
。
そ
の
第
三
条
末
尾
に

（
１
）

油
々
立
〈
只
廻
船
之
作
法
に
可
指
引
事

と
あ
り
、
又
「
海
路
諸
法
度
」
に
は
浦
証
文
の
規
定
が
あ
っ
て
、
当
時
の
慣

習
を
改
め
て
法
と
な
し
、
海
辺
補
々
に
義
務
と
し
て
課
し
た
と
こ
ろ
よ
り
救

護
法
は
始
ま
る
。

こ
こ
に
述
べ
る
異
国
船
の
海
難
に
関
す
る
法
は
、
い
わ
ゆ
る
鎖
国
政
策
と

の
取
得
に
対
す
る
禁
止
の
意
味
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
条
文
は
内
国
船
に

関
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
従
来
の
海
難
に
対
す
る
処
置
態
度
と
し
て
は
大

き
な
変
化
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
に
充
分
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
慶
長
年
中
よ
り
慶
応
年
中
に
到
る

期
間
の
日
本
へ
の
異
国
漂
着
船
の
記
事
件
数
を
作
表
し
て
ふ
た
。
こ
の
内
半

ば
を
占
め
る
中
国
・
朝
鮮
両
地
よ
り
の
漂
着
船
に
関
し
て
、
そ
の
処
遇
を
概

観
し
て
見
た
い
。

岡
田
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異国船漂流漂着件数（慶長年中より慶応年中迄）
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深
く
関
連
し
て
お
り
、
寛
永
十
六
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
、

自
今
以
後
か
れ
う
た
渡
海
之
儀
被
停
止
之
詑
、
此
上
若
差
渡
に
お
ゐ
て

（
２
）

〈
、
破
却
其
船
、
井
乗
来
者
、
速
可
処
斬
罪
科
之
旨
被
仰
出
者
也

と
の
条
文
に
よ
り
、
こ
の
方
針
は
完
了
し
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
諸
大
名

に
対
し
て
、

一
、
舎
利
支
丹
宗
門
雌
為
御
制
禁
、
今
以
従
彼
国
密
々
伴
天
連
を
差
渡

に
付
血
今
度
か
れ
う
た
船
着
岸
之
儀
御
停
止
之
事
、

一
、
領
内
浦
々
常
含
慥
成
者
を
附
置
、
不
審
有
之
船
来
に
於
而
は
、
入

念
可
相
改
之
、
自
然
異
国
船
着
岸
之
時
は
、
従
先
年
如
御
定
、
早
々

（
３
）

船
中
之
人
数
を
改
、
陸
地
江
不
上
し
て
早
速
長
崎
に
可
送
遣
事

と
、
諸
藩
内
に
お
い
て
異
国
船
の
自
由
処
分
を
禁
じ
て
、
長
崎
に
護
送
せ
し

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
既
に
寛
永
十
二
年
中
国
船
に
対
し
て
長
崎
一
港
を

互
市
場
と
定
め
、

（
４
）

唐
船
他
国
江
漂
着
有
之
と
も
、
早
速
長
崎
江
可
引
渡
由
被
仰
付
侯

と
、
中
国
漂
着
船
の
長
崎
移
送
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
を
拡
大
せ
し
め
た
も

の
が
先
述
の
寛
永
十
六
年
七
月
の
諸
大
名
へ
の
布
達
で
あ
る
。
翌
十
七
年
五

月
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
日
葡
貿
易
の
復
活
を
求
め
て
マ
カ
オ
よ
り
長
崎
に
来
航

し
た
の
に
対
し
て
、
乗
船
及
び
積
載
荷
物
を
焼
却
し
、
船
長
を
初
め
乗
組
員

多
数
を
斬
罪
に
処
し
、
僅
か
十
三
名
の
者
を
小
船
で
帰
国
せ
し
め
る
と
の
処

（
５
）

断
に
よ
っ
て
、
一
別
年
度
の
趣
旨
を
厳
然
と
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
一

ヶ
月
後
、
九
州
・
四
国
・
中
国
地
方
名
地
の
諸
大
名
に
対
し
て
改
め
て
五
ケ

条
か
ら
成
る
覚
書
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
条
に
、

・
切
支
丹
之
宗
門
雌
御
制
禁
候
、
数
年
弘
彼
法
候
付
呵
か
れ
う
た
船
渡

海
御
停
止
之
処
、
今
度
長
崎
江
差
渡
之
間
、
乗
来
輩
死
罪
被
仰
付
侯
、

近
世
異
国
漂
着
船
に
つ
い
て
（
岡
田
）

然
者
去
年
は
領
内
浦
々
江
彼
船
就
令
着
津
候
、
湊
江
入
番
を
付
置
、
訴

訟
申
上
に
お
い
て
は
、
其
子
細
可
致
言
上
之
旨
、
以
条
数
被
仰
出
候
得

（
６
）

共
、
以
来
之
儀
者
、
右
之
船
来
候
は
上
、
速
可
行
斬
罪
之
旨
候
事

と
し
て
、
先
年
の
例
を
掲
げ
て
「
速
可
行
斬
罪
之
旨
候
事
」
と
、
か
れ
う
た

船
が
交
渉
を
求
め
た
場
合
の
自
由
処
分
を
許
し
て
い
る
。
し
か
し
第
四
条
に
、

か
れ
う
た
船
た
と
ひ
雌
見
来
、
仲
に
か
け
有
之
時
、
卒
爾
に
取
掛
儀
か

た
く
可
為
無
用
、
い
づ
れ
の
湊
に
て
申
付
と
い
ふ
と
も
、
高
力
摂
津
守
、

長
崎
奉
行
人
可
致
差
図
之
由
被
仰
付
之
間
、
可
存
其
旨

但
、
差
当
儀
有
之
時
は
格
別
之
事

と
あ
り
、
武
力
の
使
用
は
入
津
又
は
交
渉
を
求
め
ら
れ
た
時
の
原
則
で
あ
っ

て
、
決
し
て
絶
対
的
な
し
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
基
本
的
態
度
を
行

動
に
移
し
た
の
も
寛
永
十
七
年
度
の
僅
か
一
度
で
あ
り
、
正
保
四
年
六
月
ポ

ル
ト
ガ
ル
使
節
が
軍
船
二
艘
を
携
し
て
長
崎
に
入
港
し
、
ス
ペ
イ
ン
よ
り
の

完
全
独
立
の
通
報
と
貿
易
復
活
を
求
め
た
時
に
は
、

従
彼
国
、
万
一
船
を
渡
た
す
に
お
い
て
〈
可
被
行
死
罪
由
、
此
己
前
雌

被
仰
出
、
今
度
ハ
ポ
ル
ト
ガ
ル
代
か
わ
り
の
御
礼
と
し
て
、
使
者
を
相

渡
候
由
、
其
上
無
異
儀
港
へ
船
を
入
候
間
不
及
被
行
件
事

と
の
理
由
を
以
っ
て
、
武
器
弾
薬
を
陸
上
す
べ
し
と
の
要
求
を
拒
絶
さ
れ
た

（
７
）

後
も
、
薪
水
食
料
を
供
給
し
て
出
航
せ
し
め
て
お
り
、
一
旦
原
則
を
示
し
た

こ
と
で
そ
の
目
的
は
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

慶
安
元
年
二
月
二
十
六
日
西
国
諸
藩
に
示
し
た
令
に
は
、
先
の
正
保
二
年

度
の
事
例
を
掲
げ
て
、

長
崎
奉
行
人
江
注
進
之
儀
、
移
転
刻
於
難
儀
者
、
見
許
可
被
申
付
候

（
８
）

と
臨
機
応
変
の
処
置
を
取
る
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
翌
二
年
四
月
江

四
一
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戸
在
留
の
西
国
大
名
に
対
し
、
前
年
度
と
同
趣
旨
の
条
文
を
示
し
、
加
え
て

八
月
末
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
進
言
に
基
づ
い
て
浦
を
番
所
の
整
備
強
化
を
命

じ
る
等
、
こ
の
時
期
海
辺
設
備
の
整
備
を
着
々
と
進
め
て
い
る
。

以
上
鎖
国
政
策
下
に
お
け
る
異
国
船
渡
来
の
場
合
の
対
処
概
略
を
述
べ
た

が
、
そ
の
基
本
的
手
続
と
し
て
は
、
長
崎
奉
行
が
総
括
し
論
し
た
上
で
中
央

に
通
報
し
、
早
々
に
帰
航
せ
し
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
又
場
合
に
よ
っ

て
は
長
崎
警
衛
に
当
る
べ
き
鍋
島
・
黒
田
両
家
よ
り
出
向
く
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。

漂
着
船
の
処
遇
に
お
い
て
も
同
様
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
。
中
で
も
中
国

船
の
場
合
は
抜
荷
の
問
題
屯
か
ら
承
、
純
然
た
る
難
船
漂
着
の
時
で
も
そ
の

取
扱
い
は
厳
重
で
あ
っ
た
。
他
国
に
先
ん
じ
て
寛
永
十
二
年
五
月
長
崎
を
互

市
と
し
て
他
地
へ
の
着
船
を
禁
じ
ら
れ
た
の
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
翌
十

三
年
四
月
、
朝
鮮
信
使
の
来
聰
に
先
だ
ち
西
国
諸
大
名
に
対
し
、

自
然
彼
船
遭
風
波
之
難
相
定
泊
之
外
、
何
れ
の
地
江
令
着
岸
候
共
、

其
所
之
船
出
之
、
網
錠
水
薪
等
無
滞
様
に
、
前
廉
可
申
付
候
、

（
９
）

と
、
使
節
乗
船
の
保
護
を
命
じ
て
い
る
。
同
十
六
年
に
至
り
鎖
国
方
策
を
完

了
す
る
時
点
で
、
か
れ
う
た
船
の
処
分
を
命
ず
る
と
共
に
、
中
国
船
を
始
め

と
し
阿
蘭
陀
・
朝
鮮
等
の
異
国
船
も
こ
れ
に
准
ぜ
し
め
、
船
中
の
人
員
・
所

持
品
を
改
め
て
後
っ
そ
の
地
に
上
陸
せ
し
め
る
こ
と
な
く
番
船
を
付
け
長
崎

に
移
送
す
べ
き
こ
と
と
し
た
。

唐
船
、
阿
蘭
陀
船
井
朝
鮮
船
共
に
何
国
へ
今
漂
着
と
も
、
其
処
よ
り
挽

船
を
相
添
、
長
崎
奉
行
へ
可
送
届
旨
仰
出
之
、
其
外
諸
外
国
之
船
井
人

と
も
、
何
方
へ
漂
着
之
節
も
可
准
之

と
、
同
十
七
年
．
十
八
年
と
続
け
て
同
趣
旨
の
触
を
発
し
て
お
り
、
細
部
に

法
政
史
学
第
二
十
六
号

四
二

（
⑩
）

変
化
は
あ
っ
て
も
そ
の
大
綱
に
移
動
は
な
い
。

こ
の
幕
府
の
方
針
に
基
づ
い
て
諸
藩
に
於
て
も
難
船
救
助
の
条
文
を
そ
の

地
の
慣
習
を
根
幹
と
し
て
成
文
化
し
て
い
る
が
、
異
国
船
漂
流
に
関
す
る
具

体
的
な
ヶ
条
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
五
島
対
馬
を
初
め
と
し
た
西
国

諸
藩
に
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
時
期
も
五
島
藩
・
平
戸
藩
等
の
藩
法
を
見
る

（
ｕ
）

に
、
寛
文
年
間
に
成
立
し
た
条
文
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
ま
た
遠

見
番
所
の
整
備
に
就
い
て
も
諸
藩
そ
の
位
置
を
選
び
設
置
し
て
い
る
が
、
鳥

取
藩
の
例
を
掲
げ
る
に
寛
永
二
十
年
設
置
と
あ
り
、
同
十
六
年
よ
り
の
外
国

船
取
締
の
強
化
に
対
応
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
一
応
の
形
態
が
整
っ

た
の
は
慶
安
三
年
幕
府
よ
り
番
所
設
備
の
強
化
、
ま
た
増
設
の
命
が
あ
っ
た

（
皿
）

後
、
承
応
年
間
に
至
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ａＴ註
、､ノ、_ノ

′■、／~、'－，／－，

９８７６
Ｌノ、ごノ、‐ノ、－ノ

′=、／~、／-，

５４３
ミーノ、_ノ～ノ

「
徳
川
禁
令
考
」
巻
五
二

「
御
当
家
令
条
」
巻
十
六
（
「
近
世
法
制
史
料
叢
書
」
第
二
巻

○
一
頁

「
御
触
書
寛
保
集
成
」
一
二
二
八
号

「
通
航
一
覧
」
巻
二
○
○
（
第
五
巻
二
五
一
頁
）

同
書
巻
一
八
一
一
一
（
第
五
巻
二
七
’
三
四
頁
）

「
長
崎
市
史
・
通
交
貿
易
編
西
洋
諸
国
部
」
二
七
六
’
二
八
七
頁

「
通
航
一
覧
」
附
録
巻
一
五
（
第
八
巻
四
五
五
’
六
頁
）

「
長
崎
市
史
・
通
交
貿
易
編
西
洋
諸
国
部
」
四
八
五
’
五
○
二
頁

「
通
航
一
覧
」
附
録
巻
一
五
（
第
八
巻
四
五
七
’
八
頁
）

同
書
巻
三
五
（
第
一
巻
四
四
七
’
八
頁
）
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初
め
に
「
漂
着
」
と
は
い
か
な
る
場
合
を
称
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

唐
船
他
之
湊
江
致
漂
着
、
碇
を
入
候
時
は
、
其
所
の
領
主
よ
り
警
固
差

（
１
）

添
可
被
送
越
候

と
あ
り
、
「
漂
着
」
な
る
言
葉
の
意
味
す
る
も
の
は
、
難
船
・
破
船
は
勿
論

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
と
異
国
船
に
関
す
る
限
り
は
右
の
よ
う
に
所
定
の
地

以
外
の
湊
に
到
っ
た
場
合
を
も
称
し
て
い
る
。

寛
文
十
一
年
二
月
、
五
島
に
「
漂
着
」
し
た
台
湾
船
の
護
送
に
当
っ
た
者

の
証
書
に
、

（
２
）

碇
を
お
ろ
し
申
候
に
付
、
我
等
警
固
被
申
付
侯

と
あ
る
様
に
、
こ
の
場
合
も
航
路
を
外
し
て
投
錨
し
た
為
、
漂
着
船
と
し
て

番
船
を
付
け
、
長
崎
へ
護
送
し
て
い
る
。

正
徳
五
年
八
月
に
は
、

唐
船
近
年
乗
筋
を
替
、
方
々
漂
着
候
由
相
聞
候

と
し
て
、
こ
の
後
は
五
島
領
を
通
航
す
べ
き
事
を
定
め
て
い
る
。
即
ち
野
母

村
・
高
浜
村
等
長
崎
寄
り
の
地
域
に
於
い
て
は
「
通
船
」
と
糸
な
し
、
一
方

（
、
）
同
書
附
録
巻
一
四
（
第
八
巻
四
四
三
頁
四
五
四
１
七

頁
）

（
ｕ
）
「
長
崎
県
史
・
史
料
編
」
第
二
巻
四
一
六
’
四
一
一
一
一
一
一
頁
、
六
四
八
頁

’
四
九
頁
）

「
平
戸
藩
法
令
規
式
集
成
」
上
・
中
巻
、
そ
の
他
各
藩
法
集
所
収
史

料
参
照

（
辺
）
「
鳥
取
藩
史
」
第
二
巻
、
職
制
志
二
・
第
一
一
一
巻
、
軍
制
志
二
第
五

巻
、
民
政
志
九

近
世
異
国
漂
着
船
に
つ
い
て
（
岡
田
）

一一

茂
木
村
・
川
原
村
等
遠
隔
の
地
に
投
錨
し
て
い
る
船
に
就
い
て
は
「
漂
着
」

（
３
）

と
し
て
扱
か
う
の
で
あ
る
。

唐
船
の
場
合
、
日
本
に
向
か
う
船
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
商
船
で
あ
り
、

近
年
以
来
長
崎
往
来
の
唐
船
私
商
売
の
事
、
年
々
相
長
し
、
或
〈
往
来

の
乗
筋
か
わ
り
、
或
〈
海
上
に
間
切
り
居
沢
刊
日
数
を
送
り
、
或
〈
其

数
多
く
見
之
来
候
船
と
も
其
行
方
を
知
ら
す

と
い
う
状
態
で
あ
り
、
こ
の
内
に
は
狼
り
に
上
陸
し
、
魚
海
藻
類
を
奪
い
、

又
近
付
く
番
船
を
防
ぐ
為
に
石
火
矢
を
打
ち
掛
け
る
等
目
に
あ
ま
る
場
合
も

あ
っ
た
。
し
か
も
正
徳
未
よ
り
享
保
三
年
に
か
け
て
筑
前
・
豊
前
・
長
門
の

海
辺
に
頻
繁
に
唐
船
が
出
没
し
て
お
り
、
こ
の
間
屡
て
抜
荷
を
企
て
た
者
を

捕
え
、
又
唐
物
所
持
の
廉
を
以
っ
て
長
崎
へ
送
ら
れ
た
者
の
記
事
も
見
え
て

（
５
）

お
り
、
こ
れ
以
後
唐
船
到
来
に
際
し
て
は
直
ち
に
打
ち
払
う
べ
き
事
を
改
め

て
小
倉
藩
に
対
し
命
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
唐
船
漂
流
に
就
い
て
述
べ
る
に
当

っ
て
抜
荷
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事
象
で
あ
る
が
、
大
部
な
る
為
、
他
日

稲
を
改
め
て
述
べ
た
い
。

こ
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
同
十
一
年
九
月
西
国
諸
大
名
に
示
さ
れ
た
ヶ
条

中
に
は
、
難
波
船
と
判
断
す
る
に
も
二
日
一
一
一
日
と
様
子
を
窺
っ
て
十
分
確
か

（
６
）

め
た
後
に
救
助
す
べ
き
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

前
掲
の
表
中
に
四
十
三
件
を
記
し
た
が
、
そ
の
取
扱
手
続
と
し
て
は
、
領

主
よ
り
直
ち
に
警
固
役
を
差
し
向
け
、
原
則
的
に
は
与
力
二
名
、
歩
行
者
一

名
、
同
心
一
名
・
町
使
の
者
一
名
、
そ
し
て
通
詞
を
遣
わ
し
、
送
船
に
質
と

な
る
唐
人
を
乗
船
せ
し
め
、
又
唐
船
に
日
本
人
を
乗
り
組
ま
せ
て
船
中
人
員

を
改
め
て
後
、
警
固
役
又
は
宿
主
に
手
形
を
認
め
さ
せ
た
上
で
積
載
す
る
諸

‘
品
を
調
べ
、
確
認
し
、
唐
人
達
を
奉
行
所
に
収
容
し
て
取
調
べ
を
行
な
う
手

四
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（
７
）

順
で
あ
っ
た
。

（
８
）

先
の
表
中
、
宝
暦
一
二
年
十
二
月
八
丈
島
へ
漂
着
し
た
南
京
船
、
安
永
九
年

（
９
）

四
月
安
一
房
国
朝
夷
郡
千
倉
浦
へ
漂
着
し
た
南
京
船
、
又
下
っ
て
文
化
十
二
年

（
川
）

十
二
月
伊
一
旦
国
下
田
に
到
っ
た
南
京
船
と
、
そ
の
発
見
・
救
助
活
動
の
経
過
、

帰
国
に
到
る
ま
で
が
明
ら
か
な
例
も
あ
る
。
こ
こ
で
宝
暦
一
一
一
年
の
例
を
取
り

上
げ
て
、
処
遇
を
概
述
す
る
。

十
二
月
十
日
八
丈
島
に
漂
着
し
た
船
よ
り
、
言
語
不
通
の
為
に
書
翰
を
以

っ
て
救
助
を
求
め
ら
れ
た
。
し
か
し
島
民
は
こ
れ
に
答
え
得
ず
、
直
接
応
待

に
当
っ
た
の
は
先
年
よ
り
遠
島
処
分
を
受
け
て
こ
の
地
に
往
っ
て
い
た
浪
人

和
田
藤
左
衛
門
で
あ
っ
た
。
問
答
の
結
果
当
難
船
は
、
十
一
月
初
旬
長
崎
に

向
か
っ
て
唐
山
を
発
し
た
南
京
船
で
あ
っ
て
、
舵
椀
を
失
っ
て
約
一
ヶ
月
に

及
ぶ
漂
流
の
後
当
島
に
到
っ
た
こ
と
が
知
れ
た
。
そ
こ
で
返
書
を
与
え
る
と

共
に
救
助
船
を
出
し
、
乗
員
七
十
一
名
を
助
け
上
げ
、
長
楽
寺
を
宿
舎
と
し

て
、
水
五
傭
・
米
二
十
斤
・
菜
二
百
斤
・
魚
五
十
斤
に
加
え
て
酒
一
桶
を
給
し

て
労
わ
っ
て
い
る
。
又
積
載
し
て
い
た
荷
物
に
就
い
て
も
、
伽
羅
拾
壱
箱
を

初
め
と
す
る
千
弐
百
抱
を
陸
揚
げ
し
て
番
人
を
付
け
て
保
存
す
る
こ
と
と
し
、

島
民
・
流
人
に
対
し
て
漂
着
民
と
応
待
し
、
又
荷
物
の
保
管
場
所
に
立
入
る

等
せ
ざ
る
よ
う
厳
禁
し
て
い
る
。
八
丈
島
近
辺
は
九
月
頃
よ
り
翌
年
三
月
頃

迄
の
期
間
、
波
が
高
く
危
険
な
為
に
渡
海
の
便
船
も
な
く
、
こ
の
時
も
翌
四

年
二
月
五
日
に
至
っ
て
八
丈
島
役
人
よ
り
船
を
出
し
、
同
月
十
一
一
一
日
に
は
下

田
御
役
所
に
届
書
を
坦
器
山
し
て
い
る
。
こ
の
通
報
を
受
け
た
代
官
は
直
ち
に

勘
定
奉
行
ま
で
報
じ
、
老
中
堀
田
相
模
守
正
亮
よ
り
命
を
侍
つ
、
次
い
で
米

・
粟
・
大
豆
・
油
等
の
食
料
品
を
積
ん
だ
十
一
艘
の
迎
船
を
連
ね
て
四
月
晦

日
下
田
を
出
航
し
、
一
週
間
後
五
月
七
日
に
は
全
船
八
丈
島
に
到
着
し
た
。

法
政
史
学
第
二
十
六
号

、
漂
着
船
の
乗
員
と
積
荷
は
勿
論
、
破
船
の
船
板
に
至
る
ま
で
下
田
に
移
送
し
、

改
め
て
長
崎
へ
護
送
す
べ
き
こ
と
と
し
た
が
、
船
板
の
件
に
つ
い
て
は
唐
人

よ
り
辞
退
し
、
迎
船
及
び
新
島
に
て
雇
っ
た
囚
艘
に
分
乗
せ
し
め
て
、
六
月

七
日
下
田
移
送
を
完
了
し
た
。

後
安
永
九
年
四
月
安
房
国
千
倉
浦
へ
漂
着
の
南
京
船
の
場
合
の
様
に
、
二
、

三
人
宛
組
と
な
っ
て
農
家
に
押
し
込
承
、
狼
籍
を
働
い
た
例
も
あ
る
が
、
八

丈
島
で
の
約
五
ヶ
月
の
逗
留
期
間
中
、
そ
の
宿
舎
で
あ
る
長
楽
寺
の
門
を
破

船
の
残
木
を
用
い
て
建
立
し
た
等
そ
の
地
に
親
し
ゑ
を
見
せ
、
ま
た
島
を
出

る
に
当
っ
て
は
白
砂
糖
三
十
二
包
を
贈
っ
て
お
り
、
し
い
て
問
題
と
す
る
程

の
軋
繰
も
な
か
っ
た
様
で
あ
る
。

七
月
一
日
浦
賀
番
所
の
役
人
が
下
田
に
来
着
し
、
荷
物
改
め
の
後
六
日
長

崎
に
向
か
っ
て
海
路
出
発
し
て
い
る
。
こ
の
間
八
丈
島
へ
の
派
船
、
下
田
よ

り
長
崎
に
至
る
迄
の
船
賃
、
船
中
に
於
け
る
諸
入
用
は
勘
定
奉
行
よ
り
支
弁

し
、
長
崎
到
着
の
後
移
送
し
た
商
品
を
売
却
せ
し
め
て
回
収
し
た
が
、
そ
の

税
を
免
じ
、
私
銅
を
多
分
に
渡
す
等
そ
の
待
遇
は
懇
切
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
様
に
多
く
が
交
易
を
目
的
と
し
て
渡
航
の
途
中
遭
難
し
た
船
で
あ
っ

た
故
に
、
多
少
の
差
は
あ
っ
て
も
積
荷
が
残
存
し
て
い
る
際
は
、
そ
の
売
却

に
よ
っ
て
唐
船
自
ら
に
護
送
費
用
を
負
担
せ
し
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

破
船
難
船
に
而
荷
物
海
失
、
あ
る
ひ
は
溺
死
等
有
之
節
は
、
重
き
災
難

事
に
付
、
於
長
崎
表
も
為
手
当
定
之
外
商
売
も
申
付
侯
事
に
付
、
破
損

荷
物
海
失
有
之
程
之
難
船
破
船
等
は
取
掲
荷
物
に
掛
り
侯
入
用
之
分
計

り
、
長
崎
奉
行
よ
り
請
取
之
、
其
余
之
諸
入
用
は
、
其
浦
を
所
役
に
可

致
侯
、
勿
論
右
入
用
請
取
方
相
減
候
速
、
麓
略
之
取
扱
無
之
様
可
被
申

付
候
、
尤
一
通
り
の
漂
着
船
は
是
迄
之
通
、
諸
入
用
長
崎
奉
行
所
一
一
而

四
四
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（
ｕ
）

吟
味
之
上
相
当
に
相
渡
に
而
可
有
之
候

右
に
掲
げ
た
の
は
明
和
一
一
一
年
二
月
一
一
十
八
日
公
布
の
ヶ
条
で
あ
る
が
「
一

通
り
之
漂
着
船
」
に
就
い
て
は
、
諸
入
用
は
長
崎
奉
行
所
よ
り
渡
す
こ
と
と

し
て
、
そ
の
内
に
は
米
・
味
噌
の
入
用
品
・
引
船
賃
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一

方
「
難
船
」
と
判
定
し
た
件
に
関
し
て
は
、
積
載
す
る
諸
品
の
引
揚
げ
に
用

し
た
費
用
に
就
い
て
の
ゑ
人
夫
賃
と
し
て
請
求
せ
し
め
、
長
崎
護
送
の
後
そ

の
品
々
を
売
払
い
会
所
よ
り
渡
す
こ
と
と
し
、
其
外
の
入
費
は
漂
着
し
た
浦

々
に
於
い
て
負
担
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
例
と
し
て
後
期
文
政
年
間

の
事
で
は
あ
る
が
、
金
額
の
明
ら
か
な
事
件
を
掲
げ
る
。

文
政
五
年
十
二
月
肥
前
国
天
草
郡
牛
深
村
に
漂
着
し
た
時
、
同
村
が
瀬
元

浦
の
責
を
果
し
て
お
り
、
諸
経
費
は
銀
八
十
三
賞
六
百
七
十
六
匁
余
に
の
ぼ

り
、
先
に
述
べ
た
規
定
に
従
っ
て
会
所
負
担
の
額
を
定
め
る
に
も
容
易
で
な

く
、
同
七
年
十
月
に
至
っ
て
銀
五
百
三
十
八
貧
六
百
七
十
匁
を
長
崎
会
所
に

て
支
弁
す
る
こ
と
と
し
、
残
り
七
百
二
十
一
一
貫
七
百
七
十
匁
余
を
郡
が
、
内

四
百
一
一
十
四
賞
三
百
五
匁
を
牛
深
村
が
請
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
一

郡
・
一
村
に
て
負
担
し
き
れ
る
高
で
は
な
く
、
同
九
年
に
は
代
官
所
に
願
い

（
⑫
）

出
て
銀
五
十
賞
を
借
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

又
同
じ
く
九
年
一
月
遠
江
国
榛
原
郡
吉
田
村
住
吉
浜
沖
に
漂
着
し
た
際
の

費
用
と
し
て
、
同
十
一
年
に
至
っ
て
駿
府
代
官
所
に
提
出
さ
れ
た
届
書
に
は
、

二
百
八
十
九
両
一
分
と
永
二
十
匁
九
分
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
額
の
多

（
田
）

姿
Ｃ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

註（
１
）
「
通
航
一
覧
」
巻
二
百
、
（
第
五
巻
二
五
一
頁
）

（
２
）
同
書
巻
二
一
五
（
第
五
巻
四
一
一
一
九
頁
）

近
世
異
国
漂
着
船
に
つ
い
て
（
岡
田
）

’一一

次
に
朝
鮮
よ
り
の
漂
着
で
あ
る
が
、
前
掲
の
表
に
掲
げ
た
四
十
七
件
の
殆

ん
ど
す
べ
て
が
漁
船
で
あ
り
、
そ
の
漂
着
地
域
も
駿
河
・
蝦
夷
に
各
一
件
の

他
は
、
九
州
地
域
に
二
十
一
件
・
中
国
地
方
に
二
十
件
と
、
地
理
的
に
当
然

で
あ
る
が
、
二
地
域
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

／■、／■、

１３１２
、=ノ、_ノ

'白、／■、′室、′~、
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、-ノ、､ノミーノ、-ノ

（
６
）

（
７
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

同
書
巻
一
一
百
（
第
五
巻
二
五
二
’
一
一
一
頁
）

「
御
触
書
寛
保
集
成
」
一
九
七
○
号

「
小
倉
藩
政
雑
志
・
歴
代
藩
主
」
（
四
’
八
○
’
一
二
八
頁

五
’
一
九
’
二
五
頁
）
（
豊
前
叢
書
本
輯
第
七
・
八
号
）

「
通
航
一
覧
」
巻
二
百
・
二
百
一
、
（
第
五
巻
二
五
四
’
二
八
六
頁

同
書
附
録
巻
一
五
（
第
八
巻
四
六
二
頁
）

「
通
航
一
覧
」
巻
二
百
（
第
五
巻
二
五
一
’
三
頁
）

「
鳥
取
藩
史
」
第
五
巻

「
通
航
一
覧
」
巻
二
一
一
一
○
（
第
六
巻
五
○
’
七
四
頁
）

同
書
巻
二
一
一
一
二
・
二
一
一
一
一
一
一
（
第
六
巻
七
五
’
九
五
頁
）

同
書
巻
二
三
四
（
第
六
巻
九
六
’
一
一
五
頁
）

「
御
触
書
天
明
集
成
」
二
九
二
六
号

又
安
永
九
年
安
房
国
漂
着
の
例
を
見
る
に
、
長
崎
護
送
に
当
り
、

唐
物
改
御
用
と
し
て
与
力
二
名
、
同
心
組
頭
一
名
、
目
付
役
一
名
、

封
印
役
一
名
、
そ
し
て
平
同
心
二
名
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
そ
の

宿
代
及
び
雑
入
費
は
勘
定
奉
行
所
よ
り
支
給
し
、
叉
護
送
船
は
番

外
船
と
し
て
、
積
載
す
る
品
々
は
十
割
増
、
加
え
て
船
造
り
の
費

用
と
し
て
元
代
十
五
貫
目
五
割
増
で
外
売
を
許
可
し
て
い
る
。

金
指
正
一
一
一
「
近
世
海
難
救
助
制
度
の
研
究
」
二
七
六
’
八
十
頁
）

「
榛
原
郡
誌
」
上
巻

四
五
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先
に
記
し
た
唐
船
．
又
朝
鮮
よ
り
の
漂
着
で
あ
っ
て
も
そ
の
救
助
活
動
、

処
置
に
大
差
の
あ
ろ
う
は
ず
も
な
く
、
唯
一
方
の
多
く
が
商
船
で
あ
っ
て
、

積
載
の
諸
品
の
取
扱
い
上
そ
の
取
調
べ
も
厳
重
さ
を
加
え
る
こ
と
も
あ
り
趣

の
異
な
る
面
も
あ
ろ
う
、
こ
こ
に
処
置
手
順
を
簡
単
に
記
す
。

漂
着
船
発
見
の
報
に
よ
り
、
御
船
方
（
手
）
の
職
に
あ
る
者
、
儒
者
が
現

地
に
出
張
し
、
人
員
・
所
持
品
を
改
め
て
後
番
人
を
付
添
わ
せ
、
そ
の
様
子

委
細
を
長
崎
奉
行
並
び
に
大
阪
町
奉
行
の
許
に
報
じ
る
と
共
に
、
謹
送
用
意

の
盤
い
次
第
士
分
の
者
を
付
け
て
出
発
せ
し
め
、
尚
一
」
の
者
が
長
崎
に
お
い

て
引
渡
し
の
使
者
を
も
勤
め
る
。
一
方
船
・
船
具
の
他
、
漂
着
船
の
乗
員
が

所
持
し
て
い
た
品
々
、
即
ち
絵
図
面
・
道
具
の
類
は
品
書
を
江
戸
表
に
送
り
、

差
図
が
有
り
次
第
長
崎
に
送
り
届
け
る
定
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
長
崎
で
の
引

渡
し
を
終
え
て
付
添
い
の
者
が
帰
国
し
た
上
で
、
御
用
番
・
長
崎
御
懸
り
の

勘
定
奉
行
・
在
府
中
の
長
崎
奉
行
、
並
び
に
大
阪
町
奉
行
ま
で
そ
の
転
末
を

（
１
）

届
け
出
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

以
上
全
く
概
略
の
象
記
し
た
が
、
元
禄
九
年
鳥
取
藩
領
内
赤
崎
浦
に
安
同

知
等
十
一
名
が
来
着
し
た
例
を
見
る
に
、
報
を
受
け
て
御
船
手
・
儒
者
が
赴

き
応
待
し
て
い
る
が
通
ぜ
ず
、
人
々
は
鳥
取
町
会
所
に
留
め
置
き
、
乗
船
は

加
露
に
廻
航
し
て
い
る
。
幕
府
よ
り
宗
家
役
人
を
送
り
対
処
せ
し
め
る
と
の

達
も
あ
っ
た
が
、
後
船
と
共
に
移
し
た
地
よ
り
自
国
に
向
け
て
出
航
し
て
お

り
、
航
行
の
方
便
を
有
し
て
こ
の
場
合
漂
着
と
は
言
い
難
い
が
、
そ
の
扱
い

は
同
様
で
あ
っ
た
。
以
後
数
例
あ
る
が
い
づ
れ
も
漂
着
地
よ
り
鳥
取
に
送
ら

れ
て
町
会
所
を
宿
舎
と
し
て
い
る
の
は
同
様
で
あ
り
、
又
処
遇
も
先
述
の
手

順
を
踏
ん
で
い
両
）
こ
の
間
天
明
四
年
九
月
そ
れ
ま
で
長
崎
奉
行
の
返
答
を

受
け
て
後
出
発
す
る
定
め
で
あ
っ
た
の
を
、
長
崎
に
報
ず
る
と
共
に
出
発
す

法
政
史
学
第
二
十
六
号

（
３
）

る
と
の
変
更
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
処
置
も
な
お
連
か
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

古
く
は
「
日
本
書
紀
」
天
武
天
皇
六
年
五
月
の
条
に
、
新
羅
人
四
人
、
僧

三
名
の
者
が
血
鹿
島
に
漂
着
し
、
同
年
七
月
新
羅
使
金
清
平
等
が
帰
国
す
る

に
伴
わ
せ
て
送
還
し
た
と
の
記
事
が
あ
り
、
又
下
っ
て
宝
亀
五
年
に
は
、
太

政
官
符
を
下
し
て
、

若
撫
船
破
損
、
亦
無
資
根
者
、
品
加
修
理
根
発
巡
せ
し
め

と
そ
の
保
護
を
命
じ
て
い
る
。
特
に
対
馬
に
於
い
て
は
漂
着
す
る
者
も
多
く

あ
り
、
そ
の
内
と
は
言
葉
が
通
じ
な
い
為
に
肪
民
が
こ
れ
を
殺
害
す
る
と
い

う
事
故
も
あ
っ
た
の
で
、
史
生
一
名
と
新
羅
語
の
通
訳
を
置
く
こ
と
と
し
て

（
４
）

い
－
つ
。

「
華
夷
通
商
老
」
に

朝
鮮
国
の
船
、
偶
日
本
の
地
に
漂
流
す
る
事
有
之
時
は
、
其
所
よ
り
長

崎
へ
送
届
け
て
、
又
長
崎
よ
り
対
馬
へ
渡
さ
る
な
り

と
あ
る
が
、
日
鮮
関
係
特
に
宗
氏
と
朝
鮮
と
の
関
係
を
論
じ
た
文
は
中
村
栄

孝
先
生
を
初
め
種
々
あ
り
ま
す
が
、
古
来
よ
り
の
交
渉
の
結
果
彼
の
地
の
漂

着
船
の
処
置
・
送
還
に
お
い
て
も
、
対
馬
は
特
殊
な
位
置
に
あ
っ
た
。
宝
永

七
年
度
巡
検
便
の
問
に
答
え
て
従
来
の
処
遇
を
述
べ
る
に

長
州
辺
其
外
近
国
亦
は
九
州
之
内
何
れ
に
て
も
、
朝
鮮
船
漂
着
の
時
は
、

其
所
よ
り
長
崎
へ
被
送
、
対
馬
殿
の
屋
敷
へ
請
取
侯
、
改
所
よ
り
の
尋

相
済
候
上
に
て
、
御
指
図
の
上
対
馬
へ
送
り
届
、
対
馬
よ
り
釜
山
の
方

へ
送
り
届
申
侯
、
朝
鮮
へ
帰
送
て
則
委
細
糺
明
有
之
と
相
見
え
事
に
候
、

左
候
て
皆
々
本
所
へ
差
帰
し
魂
砒
に
候
、
共
時
送
り
参
候
対
馬
殿
家
来

へ
も
、
殊
外
挨
拶
馳
走
等
仕
候
事

四
六
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と
あ
っ
て
、
長
崎
へ
護
送
さ
れ
た
漂
着
民
は
、
対
馬
藩
の
屋
敷
へ
入
り
、
切

支
丹
信
者
で
あ
る
か
否
か
、
又
密
入
国
を
企
て
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
二

点
に
重
き
を
置
い
た
長
崎
奉
行
所
の
取
調
べ
を
受
け
た
、
し
か
る
後
に
海
上

通
行
の
手
形
を
受
け
、

長
崎
御
奉
行
よ
り
御
渡
し
被
成
候
へ
は
、
別
而
使
者
相
添
送
返
申
候

と
対
馬
へ
送
ら
れ
、
彼
の
地
よ
り
改
め
て
使
者
を
付
け
ら
れ
て
釜
山
へ
送
り

届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
又

（
６
）

私
領
内
へ
漂
着
仕
候
へ
は
、
便
宜
の
節
指
送
り
候

と
も
あ
っ
て
、
対
馬
藩
領
内
へ
漂
着
し
た
場
合
は
、
事
実
を
長
崎
に
報
ず
る

の
み
で
、
そ
の
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と
な
く
こ
の
地
よ
り
直
接
送
還
し
て
い
る
。

漂
民
入
用
と
申
は
、
長
崎
よ
り
請
取
朝
鮮
へ
送
還
候
入
用
、
井
右
使
者

（
７
）

に
相
送
候
音
物
等
入
用
、
一
艘
に
付
五
貫
相
懸
候
儀
に
可
有
御
座
候

と
「
漂
民
入
用
」
な
る
言
葉
に
つ
き
説
明
が
あ
る
。
こ
れ
は
送
り
届
け
る
途

上
必
要
と
す
る
諸
品
入
用
、
又
付
添
い
の
使
者
が
釜
山
に
持
参
す
る
音
物
等

の
費
用
で
あ
っ
て
、
高
と
し
て
五
貫
目
を
計
上
し
て
い
る
が
、
帰
路
彼
の
地

よ
り
八
貫
目
乃
至
九
貫
目
程
の
返
物
が
到
来
し
、
結
局
几
三
・
四
貫
目
程
の

益
を
得
て
い
る
。
こ
の
外
に
も
送
船
に
対
馬
船
を
用
い
た
場
合
に
は
、
船
代

と
し
て
白
米
が
差
越
さ
れ
る
の
が
仕
来
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。

貞
享
三
年
十
月
付
の
対
馬
藩
覚
書
に
、

他
国
江
若
朝
鮮
漂
流
人
有
之
節
〈
、
早
速
長
崎
表
江
被
相
送
候
、
彼
地

（
８
）

帯
一
退
、
対
州
着
船
迄
者
、
飯
米
等
従
、
公
儀
被
成
下
候

と
あ
っ
て
、
長
崎
逗
留
中
及
び
対
馬
上
陸
迄
の
船
中
に
お
け
る
諸
入
費
は
対

馬
藩
が
一
括
し
て
立
替
置
き
、
後
会
所
よ
り
清
算
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
、
寛
文
八
年
一
月
平
戸
領
生
月
へ
漂
着
の
朝
鮮
人

近
世
異
国
漂
着
船
に
つ
い
て
（
岡
田
）

十
四
名
の
応
接
諸
経
費
と
し
て
、
宗
対
馬
守
家
臣
よ
り
長
崎
代
官
末
次
平
蔵

宛
差
し
出
さ
れ
た
受
取
状
が
あ
る
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
米
・
酒
・
肴
・
味

噌
・
野
菜
・
薪
等
日
用
品
の
賄
で
あ
り
、
長
崎
滞
留
五
日
分
と
し
て
銀
六
十

三
匁
二
分
四
厘
八
毛
、
対
馬
へ
の
船
中
十
一
日
分
と
し
て
は
同
百
五
十
四
匁

六
分
七
毛
、
合
せ
て
銀
二
百
十
七
匁
八
分
五
厘
五
毛
が
宗
家
に
支
払
わ
れ
て

（
９
）

い
る
。
こ
こ
で
救
助
地
よ
り
長
崎
に
到
る
間
の
入
費
に
就
い
て
も
触
れ
て
お

く
べ
き
で
は
あ
る
が
、
勉
強
不
足
の
為
、
実
際
額
を
掲
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
海
辺
を
領
す
る
藩
が
負
担
す
る
定
で
あ
り
、
漂
着
民
の

護
送
、
又
海
路
移
送
せ
ね
ば
な
ら
な
い
船
舶
．
用
具
等
螺
送
に
は
、
近
辺

浦
戈
が
水
主
の
割
当
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
れ
る
。
加
え
て
救
助
作

業
の
間
生
業
で
あ
る
漁
業
に
携
わ
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
あ
っ
て
は
、
頻
繁

に
異
国
船
が
漂
着
す
る
こ
と
の
あ
っ
た
地
域
に
お
い
て
は
、
浦
方
に
と
っ
て

相
当
の
苦
痛
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
政
七
年
卯
六
月
に
到
り
、
長
門
・

石
見
・
出
雲
・
肥
前
・
筑
前
・
壱
岐
の
国
々
に
対
し
て
、
浦
々
の
漁
民
達
が

朝
鮮
等
の
漂
流
船
を
見
受
け
て
も
救
助
し
よ
う
と
は
し
な
い
で
、
か
え
っ
て

海
辺
へ
近
寄
ら
せ
ま
い
と
す
る
例
も
あ
る
こ
と
を
掲
げ
て

不
法
無
慈
悲
な
る
取
計
等
有
之
候
て
は
、
以
之
外
成
事
候
、
殊
に
異
国

え
対
し
候
得
は
、
猶
更
如
何
敷
次
第
二
候
条
、
以
来
不
束
之
筋
相
聞
候

〈
Ｌ
、
其
領
主
は
不
念
之
事
に
付
、
厳
重
之
御
沙
汰
可
有
之
候
間
、
精

（
、
）

々
厚
く
可
被
入
念
候

と
し
て
、
保
護
す
べ
き
旨
を
厳
し
く
沙
汰
し
て
い
る
が
、
こ
の
様
な
趣
旨
の

触
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
あ
っ
た
こ
と
も
又
無
理
か
ら
ぬ
こ
と

と
言
え
よ
う
。

四
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（
ｕ
）
「
御
触
書
天
保
集
成
」
六
五
三
一
号

法
政
史
学
第
二
十
六
号

「
鳥
取
藩
史
」
第
一
一
一
巻
、
軍
制
志
二
、
第
五
巻
民
政
志
九

同
書
第
五
巻
民
政
志
九

「
御
触
書
天
明
集
成
」
二
九
三
五
号

「
類
従
三
代
格
」
巻
五
、
加
減
諸
国
官
井
廃
置
事

「
通
航
一
覧
」
巻
一
一
一
一
六
（
第
四
巻
一
’
二
頁
）

同
書
巻
一
一
一
一
六
（
第
四
巻
二
・
一
一
一
頁
）

同
書
巻
二
一
一
六
（
第
四
巻
二
頁
）

「
長
崎
県
史
」
史
料
編
二
、
六
四
頁

「
通
航
一
覧
」
巻
一
三
六
（
第
四
巻
十
’
十
一
頁
）

一
例
と
し
て
「
山
口
県
豊
浦
郡
水
産
史
」
よ
り

安
永
三
年

宝
暦
十
一
年

明
和
三
年

天
明
元
年

同
八
年

同
四
年

享
和
元
年
一
二
人
（
須
佐
浦
）

年
次

六

年

九
年

四
年

一
一
一
年
一
・
三
人
（
先
大
津
）

増
一
人
（
見
島
）

拾
人
（
須
佐
浦
）

増
三
人
（
須
佐
浦
）

増
三
人
（
先
大
津
）

増
三
人
（
須
佐
浦
）

増
三
人
（
浜
崎
）

八
人
（
須
佐
浦
）

七
人
（
相
馬
）

四
人
（
玉
江
浦
）
三
人
（
先
大
津
）

船
子
数

お
わ
り
に
か
え
て

元
和
七
年
八
月
公
布
の
三
ケ
条
・
第
二
条
に
、

売
買
之
廻
船
難
風
之
伽
者
、
出
助
船
可
令
介
抱
、
其
上
不
相
叶
儀
及
了

（
１
）

簡
事

と
あ
り
、
又
寛
永
十
三
年
八
月
公
布
の
第
一
条
に
は
、

公
儀
之
舟
は
不
及
申
、
諸
船
共
に
難
風
に
逢
候
時
は
、
助
船
を
可
出
、

（
２
）

磯
近
き
所
は
成
程
精
を
入
、
不
破
損
様
に
可
肝
煎
事

と
あ
る
が
、
上
記
の
条
項
に
基
づ
い
て
、
公
領
・
私
領
の
い
ず
れ
を
問
わ
ず
、

海
岸
地
域
に
住
居
す
る
人
々
は
、
難
船
・
漂
流
船
を
見
出
し
た
際
に
は
救
助

す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

大
村
藩
「
四
民
江
之
御
教
諭
」
に
、

「
浦
人
共
之
儀
は
、
御
船
方
御
用
之
節
、
罷
出
候
者
と
も
一
一
候
得
共
、

耕
作
場
も
無
之
、
漁
一
一
而
今
日
を
営
申
者
二
候
間
、
相
定
候
浦
々
之

漁
場
相
守
、
若
持
場
に
て
渡
世
之
妨
二
相
成
候
漁
い
た
し
候
者
有
之

ハ
ム
、
差
留
可
申
事

（
３
）

但
、
御
水
主
之
面
々
〈
、
為
鍛
練
、
是
迄
之
通
格
別
侯

と
の
ケ
条
が
あ
る
が
、
「
浦
人
」
と
は
、
「
御
船
方
御
用
」
の
あ
る
時
に
立

ち
働
く
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
定
め
ら
れ
た
漁
場
を
守
り
、
漁
業
を
以
っ

て
生
計
を
立
て
て
い
る
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
即
ち
海
上
に
生
活
の
手
段

を
求
め
て
海
上
石
を
納
め
、
加
子
米
を
納
付
し
、
一
定
の
海
面
を
生
活
圏
と

す
る
地
域
を
浦
方
と
し
本
浦
又
は
立
浦
と
称
す
。
一
」
れ
と
表
裏
の
関
係
に
あ

る
の
が
「
浦
役
」
で
あ
っ
て
、
難
船
の
救
助
等
の
条
項
を
含
む
船
方
御
用
の

義
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
八
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先
述
の
法
が
意
図
し
た
難
船
の
救
助
に
関
す
る
義
務
は
、
そ
の
条
項
中
に

区
別
を
設
け
て
は
い
な
い
が
、
従
来
の
慣
行
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

海
面
を
利
用
す
る
権
利
を
有
す
る
集
落
が
救
助
す
べ
き
義
務
を
果
た
す
、
言

い
か
え
れ
ば
上
記
の
義
務
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
海
域
は
一
定
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

後
に
は
海
辺
に
位
置
し
て
い
て
も
そ
こ
に
生
活
権
を
持
た
な
い
村
が
海
上

へ
の
進
出
を
企
て
、
従
来
の
澗
方
と
の
間
に
漁
業
権
ま
た
境
界
を
巡
っ
て
争

い
を
起
し
て
い
る
例
は
諸
地
域
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
浦
方
に
於
い
て
は
、

過
去
数
回
に
渡
っ
て
難
船
を
救
助
す
べ
き
義
務
を
果
た
し
て
き
た
と
の
理
由

（
４
）

を
以
っ
て
他
の
進
出
を
拒
承
、
自
ら
の
漁
業
権
の
維
持
を
企
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
が
窺
え
よ
う
。

難
船
が
内
国
船
、
異
国
船
に
か
か
わ
ら
ず
救
助
ま
た
船
荷
回
収
の
作
業
中

は
、
瀬
元
と
な
っ
た
浦
は
勿
論
要
請
を
受
け
た
近
隣
の
浦
々
に
於
い
て
も
、

「
魚
留
」
と
称
し
て
一
時
操
業
を
中
止
し
て
漂
流
物
の
捜
索
等
に
当
た
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
内
国
船
に
関
し
て
は
処
理
後
積
荷
に
応
じ
て
報
酬
が
支

払
わ
れ
て
い
る
が
、
異
国
船
の
場
合
は
、
既
に
述
べ
た
様
に
荷
の
陸
上
に
用

し
た
入
費
だ
け
は
長
崎
奉
行
よ
り
受
取
っ
た
が
、
そ
の
他
の
費
用
は
浦
役
と

さ
れ
て
い
る
。
唐
漂
着
船
救
助
に
用
し
た
入
費
額
二
例
を
記
し
た
が
、
そ
の

多
額
た
こ
と
ま
た
生
活
面
へ
の
制
限
等
を
思
え
ば
、
近
海
岸
に
漂
着
さ
れ
る

の
を
脳
い
寛
政
七
年
度
の
如
き
触
を
必
要
と
す
る
事
態
を
起
こ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
難
船
故
助
の
制
度
化
の
下
で
海
上
を
生
活
圏
と
す
る
権
利
と
表
裏
の
関

係
に
あ
る
船
方
御
用
そ
の
内
の
漂
着
船
救
助
と
い
う
義
務
。
漂
着
船
の
処
遇

を
見
る
に
当
っ
て
こ
の
関
係
は
見
過
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
い

ま
そ
の
端
緒
に
触
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
僅
か
で
も
記
し
得
た
な
ら
幸
い
で
あ

近
世
異
国
漂
着
船
に
つ
い
て
（
岡
田
）

ろ
。〔
付
記
〕
本
稿
を
作
成
す
る
に
当
た
り
御
指
導
戴
き
ま
し
た
岩
生
先
生
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

尚
、
小
稿
は
四
十
八
年
二
月
大
学
院
月
例
研
究
会
に
お
い
て

発
表
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

'ｉＩｗ５ｗＺ､Ｔ註
、－ノ、_ノ、_ノ、ソ

（
５
）

「
徳
川
禁
令
老
」
巻
五
三

「
御
当
家
令
条
」
巻
十
六

「
長
崎
県
史
」
史
料
編
二
九
六
’
九
七
頁

野
村
豊
「
近
世
漁
村
史
料
の
研
究
」
「
尾
道
市
史
」
中
巻

「
山
口
県
豊
浦
郡
水
産
史
」
参
照

「
同
書
」
九
一
二
頁
「
備
中
真
鍋
島
の
史
料
」
中
巻

四
九
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